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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
握力や上体起こし、立ち幅跳びについては、全

国平均とほぼ同程度であるが、やや上回ってい

る。持久走（シャトルラン）は意欲的に取り組む

生徒が多く、結果については全国平均とほぼ同程

度であるが、やや下回っている。 

長座体前屈、反復横跳びについては、全国平均とほ

ぼ同程度であるが、やや下回っている。 

いずれの領域においても、札幌市の平均より、やや

高くなっている。 

昨年度の結果を踏まえて、一年間取り組んできた結

果が現れてきたものと思われる。全国平均との差が大

きく開くものはなく、今後も継続した取組が必要だと

考える。 

 握力やハンドボール投げ、上体起こしについて

は、全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回っ

ている。 

反復横跳びや 20mシャトルラン、50ｍ走について

は、全国平均を下回っている。 

総合評価において、Dの割合が札幌市や全国平均よ

りも高くなっている。 

運動能力の高い生徒と低い生徒の２極化が進んでい

るように思われる。運動能力の低い生徒でも取り組みや

すい運動機会の創出が必要と考えられる。 

 
運動への意欲について肯定的な回答をする生徒

は、全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回っ

ている。 

保健体育の授業が「楽しいと感じる」「前向きに

参加している」と肯定的に回答している生徒の割

合が、札幌市や全国平均を上回っている。 

全体的に運動への関心が高く、運動やス

ポーツを続けていきたいと考えている生徒

が多い。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  ○授業公開や学年 PTA、個人懇談などを通して、家庭と生活実態の交流を図る。 

  ○全国体力・運動能力調査結果、学校評価アンケート結果を、学校ホームページを通して公表する。 

  ○健康と食生活に関する調査を、保健だよりや給食だよりを通して伝える。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

○保健の授業や外部講師による講演

会などを活用し、生徒一人一人の

健康意識の向上を図る。 

○「食に関する指導の全体計画」に

よる指導を充実し、給食の栄養摂

取量の向上を図る。食育だよりを

発行し、家庭との連携により指導

の効果を上げる。 

○調理実習をはじめとした教科の授

業に栄養教諭も参加し、食育の充

実を図る。 

○昼休みや行事などを活用して、

ボール遊びや体を使った運動の

機会を増やしていく。 

○雪と親しむ日やレクリエーショ

ン等を生徒が企画し、運動を楽

しむ気持ちを醸成していく。 

○体育常任委員会が中心となり、

通年卓球台を設置して昼休みに

開放するなど、生徒が安全に多

くの時間に利用できるようにし

て、身近に運動に親しめる環境

づくりを行う。 

 

 

 

 

〇シャトルランを年に 2回実施

し、持久走へのモチベーショ

ン向上を図る。 

〇日常の補強運動を通年実施

し、自己の体力向上を目指

す。 

〇体育行事や保健の授業と連携

させ、自己の体やスポーツの

多様性、生涯スポーツなどに

興味関心を持たせられるよう

な授業づくりを目指す。 


